
現在の段階は、 レベル１ です。

段階 区分 判断基準 授業・教育活動 学生の課外活動 研究活動 図書館 施設貸出 国際学友寮「なでしこ」 学外者の入構 教職員の出張・兼業 事務体制 各種会議

レベル0 通常
平常時・危険が

ない状態

通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり 通常どおり

レベル1 一部活動制限

感染への注意が

必要な状態

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

授業・教育活動を行

う。必要に応じ、遠

隔授業により実施す

る。

感染拡大防止に最大
限の配慮を行うよ
う、各学生（団体）
に求める。

感染拡大防止に十分な配慮をし
た上で研究活動を行う。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

開館する。必要に応

じ、開館時間短縮、

利用制限などを行

う。

各施設の収容率など

に配慮するととも

に、感染拡大防止に

最大限の配慮を行う

よう、各団体に求め

た上で貸出を許可す

る。

①新規入寮
入寮を原則とするが、重篤化のリ
スクが高い者等については個別
に対応する。
②寮活動
感染拡大防止に配慮した上で対
面で行う。

感染拡大防止に十分
な配慮をした上で入
構を許可する。

感染拡大防止に最大限の配慮を

した上で出張を許可する。

感染拡大防止を最大限配慮した

上で兼業を許可する。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

通常勤務を行う。場

合によっては時差出

勤や在宅勤務を導入

する。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

対面で開催する。必

要に応じ、オンライ

ンまたは書面により

開催する。

レベル2 活動制限-小

大人数での行
事、イベント等
について、県の
自粛要請が出て
いる状態

感染拡大防止のた

め、対面授業と並行

して遠隔授業を活用

する。

感染防止対策を事前
に提出し、確認を受
けた団体のみ許可す
る。

感染拡大防止に最大限の配慮を
した上で研究活動を行う。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

開館する。必要に応

じ、開館時間短縮、

利用制限などを行

う。

真に必要な場合の

み、貸出を許可す

る。

①新規入寮
入寮を原則とするが、重篤化のリ
スクが高い者等については個別
に対応する。
②寮活動
オンラインを中心に行う。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

入構を許可する。

感染拡大防止に最大限の配慮を

した上で出張を許可する。

感染拡大防止を最大限配慮した

上で兼業を許可する。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

通常勤務を行う。場

合によっては時差出

勤や在宅勤務を導入

する。

対面での開催は最小

限にとどめ、オンラ

インまたは書面での

開催を推奨する。

レベル3 活動制限-中

外出の自粛など
について、県の
要請が出ている
状態（感染縮小
期でまん延防止
等重点措置の対
象区域になって
いる場合を含
む。）

原則として遠隔授業
を実施する。ただ
し、学内における実
験・実習は、感染防
止対策を講じた上で
実施を認める。

学外実習は感染防止
対策を講じた上で実
施を認める。

原則として課外活動
の自粛を要請する。
感染拡大状況を踏ま
えた活動計画書の提
出により、活動を許
可することがある。

感染拡大防止に最大限の配慮を
した上で研究活動を行う。
可能な限り現場での滞在時間を
減らす。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

開館する。必要に応

じ、開館時間短縮、

利用制限などを行

う。

原則として貸出を禁

止する。

①新規入寮
入寮を原則とするが、県外からの
移動及び重篤化のリスクが高い
者等については個別に対応す
る。
②入寮状態の継続
平日外泊は原則として禁止を維
持。
③寮活動
オンライン等で実施する。

感染拡大防止に最大

限の配慮をした上で

入構を許可する。

県外への出張を原則として禁止
する。

県外への移動を伴う兼業を原則
として禁止する。

在宅勤務・時差出勤
を推奨する。

原則としてオンライ
ンまたは書面で開催
する。対面での開催
は、各種会議長が必
要と認める場合のみ
とする。

レベル4 活動制限-大

緊急事態措置の
対象区域になっ
ている状態
（感染拡大期で
まん延防止等重
点措置の対象区
域になっている
場合を含む。）

原則として遠隔授業
を実施し、教員が自
宅等学外から遠隔授
業を行うことを推奨
する。

学外実習は原則中止
とする。

原則として課外活動
の自粛を要請する。
特段の事情がある場
合に限り、感染拡大
状況を踏まえた活動
計画書の提出によ
り、活動を許可する
ことがある。

現在進行中の以下の業務を継続
するために、必要最小限度の研
究室関係者のみの立ち入りを許
可する。それ以外の場合は、自
宅での作業を原則とする。
①継続した実験等を行ってお
り、中止すると当該研究の遂行
に著しい支障が生じる業務
②実験生物の世話等研究材料の
維持のために入室の必要がある
業務
③その他自宅で対応できない重
要かつ緊急の業務

開館時間短縮、開館
日数減、利用者制限
などを行った上で開
館する。状況に応
じ、閉館する。

貸出を禁止する。 ①新規入寮
入寮を原則とするが、県外か
らの移動及び重篤化のリスク
が高い者等については個別に
対応する。
②入寮状態の継続
希望者には平日外泊を許可す
る場合がある。
③寮活動
オンライン等で実施する。

事前に許可を得てい
る者等以外の入構を
禁止する。

市内及び近郊市町村以外の出張
を原則として禁止する。

市内及び近郊市町村以外での兼
業を原則として禁止する。
※遠隔で実施可能な他大学の非
常勤講師や禁止による社会的影
響が甚大なものを除く。

在宅勤務・時差出勤
を積極的に推奨す
る。

対面でなければ実施
できない場合を除
き、オンラインまた
は書面で開催する。

レベル5 活動停止

重大な緊急事態
（感染拡大によ
り、教職員が出
勤できない状態
等）

遠隔授業のみ実施

し、教員が大学内か

ら遠隔授業を行うこ

とを禁止する。

学外実習は全て中止

とする。

原則として課外活動
を禁止する。

大学機能を最低限維持するた
め、部局長など組織代表者の許
可の下、生物の世話、液体窒素
の補充、冷凍庫修理など研究材
料の維持 あるいはサーバー維持

などを目的に、一時的に入室す
る研究スタッフのみ立ち入りを
許可する。

原則として閉館す
る。

貸出を禁止する。 ①新規入寮
原則として入寮を認めない。
②入寮状態の継続
希望者には平日外泊を許可す
る。
③寮活動
オンライン等で実施する。

大学の施設管理、研

究活動の維持等、大

学機能を最低限維持

するための入構以外

はすべて禁止する。

県内外問わず、緊急に必要なも

のを除き全ての出張を禁止す

る。

移動の有無を問わず、全ての兼

業を原則として禁止する。

※遠隔で実施可能な他大学の非

常勤講師や禁止による社会的影

響が甚大なものを除く。

役職者等、大学機能
の維持に必要な最小
限の人員以外は原則
として全員在宅勤務
を行う。

原則として延期また

は中止とする。大学

機能を最低限維持す

るために必要な会議

のみ、オンラインま

たは書面で開催す

る。
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＊この行動指針は標準的な目安であり、レベルの判断及び具体的な対応については、感染の状況や国・県の決定等を踏まえ、新型コロナウィルス感染症危機対策本部長が決定することとします。
＊この行動指針は今後の感染等の状況に応じて変更することがあります。
＊海外留学・海外渡航については、別途定めます。


